
粘　性　土 砂　質　土粘　性　土砂　質　土 粘　性　土 砂質土 粘　性　土

5.5k～6.4k

6.2k

G/W= ―

鉛直=0.549

水平=0.558  NG

6.4k～7.3k

7.0k + 90m

G/W= ―

鉛直=0.790

水平=1.141  NG

1.554 > 1.0  OK 1.080 > 1.0  OK

7.3k～7.7k

7.6k

G/W= ―

鉛直=0.710

水平=1.067　NG

1.377>1.0 OK

8.5k～9.6k

9.4k

G/W= ―

鉛直=0.768

水平=1.119　 NG

1.523 > 1.0  OK

9.6k～9.9k

9.8k+20m

G/W= ―

NG

12.3k～14.1k

13.2k

G/W= ―

鉛直=0.530

水平=1.143　 NG

1.207 > 1.0  OK

7.7k～8.1k

8.0k

G/W= ―

鉛直=0.574

水平=0.696　NG

1.573>1.0 OK

8.1k～8.5k

8.4k

G/W= ―

鉛直=0.951

水平=1.120　NG

1.615>1.0 OK

9.9k～11.1k

10.6k

G/W= 1.334   OK

鉛直=　―

水平=　―

1.205 > 1.0  OK

14.

14.

水

0.798

越水
(H12.9)

破堤
(M18)

破堤
(M29)

破堤
(M元)

漏水
(H12.9) 漏水 漏水 漏水 漏水

護岸損傷
(H12.9)

河岸浸食
(H12.9)

雨裂
(H12.9)

浸食
(S60)

浸食
(S47,48,49)

浸食
(S46,47,50)

法崩れすべり
(S45)

浸食
(S51)

法崩れ
(S51)

遮水シート
H(17)

鋼矢板
H(06) ドレーン工H(18)

遮水シートH(12)
遮水シート
ドレーン工

H(15)
遮水シートH(13) 川裏一枚法化

H(16)
川裏一枚法化H(14)

遮水シート
川裏一枚法化

H(16)

遮水シート
H(16)

鋼矢板
H(15)

鋼矢板
H(11)

鋼矢板
H(16)

H(16)
遮水シート

H(16)
ドレーン工

H(19)
ドレーン工

H(20)
遮水シート

H(16)
止水矢板工

(S60)

止水矢板工(S46,47)
止水矢板工

(S57)

(S45) 護岸工(S44,45,46,47,48,49) 護岸工(S45,46,47,48,49,50) (S57) 護岸工(S51)

(S50,51) 根固工(S48) 根固工(S46)

堤防高

Ａ

堤防高

Ａ

堤防高

Ａ

Ａ

水衝洗堀

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防高

Ｂ

堤防断面

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

堤防断面

Ｂ

堤防断面

Ｂ

堤防断面

Ｂ

漏水・法崩れ・すべり

Ｂ

漏水・法崩れ・すべり 漏水・法崩れ・すべり

Ｂ

漏水・法崩れ・すべり

Ｂ

漏水

Ｂ

漏水

Ｂ Ｂ

漏水

Ｂ Ｂ
旧川跡 旧川跡 旧川跡 旧川跡

1.11.735 > 1.584
OK

0.934 < 1.452
NG

1.391 < 1.452
NG

1.010 < 1.452
NG

1.569 > 1.452
OK

1.472 > 1.320
OK

0.970 < 1.320
NG

1.781 > 1.452
OK

8.4k

距　　  　 離　　(km）

２）河道分類(ｾｸﾞﾒﾝﾄ分類)

１）構  造  物  位  置

３）堤防等縦断特

　  および水位特性

４）

 堤 防 等

 横断特性

①平　　均

  のり勾配

②高水敷幅

   Bfp(m)

５）

 外力

 特性

①  高水位継続時間

②平均動水勾配

     H/D

６）

 堤体特性
①  築堤年次

②  土質区分

７）

 基礎地盤

 特　　性

①  治水地形分類

③  土 質 区 分

②土質断面

　 T.P(m)

①  越　流

②  浸　透

③　浸　食

④  地　震

８）

 被災経歴

①  浸透対策

②　浸食対策

③  地震対策

９）

 既設対策工

① 種  　別

② 重 要 度

③ 要注意区間

10）重要

　 水防箇所

11）変 状 の 状 況

2

0

- 2

- 4

- 6

- 8

-10

-12

1:4

1:3

100

50

0.2

0.1

⑥ 裏のりすべり

⑤ 揚圧力

④ 局所動水勾配

③ 表のりすべり

② 代表断面

① 一連区間の細分

12）

詳細点検

計画堤防高

現況堤防高
平均河床高

現況高水敷高
堤内地盤高

6
.0

7
.0

8
.0

9
.0

1
0
.0

1
1
.0

1
2
.0

1
3
.0

1
4
.0

低　位　デ　ル　タ 旧　河　道 自然堤防 自然堤防 低位デルタ 低位デルタ

粘性土

自　然　堤　防 低位デルタ 自　然　堤

砂　　　質　　　土砂　　　質　　　土

セグメント　３ セグメント　２-２ セグメント　２-２

打出排水ポンプ場(昭和48年竣工/名古屋市)
新前田橋(昭和52年竣工/名古屋市)

近鉄庄内川橋梁(昭和46年竣工/近鉄)
JR関西線橋梁(昭和30年竣工/JR東海)

横井大橋(平成14年竣工/名古屋市)

万場大橋(昭和58年竣工/名古屋市)
名古屋高速１号線橋(昭和59年竣工/名古屋市)

275KV西ルート洞道
新大正橋

八ツ屋排水樋管 上水道西部幹線伏越(昭和42年竣工/名古屋市)

上水道大治水管橋(昭和37年竣工/名古屋市)
豊公橋 河原排水樋管(新川町)

庄
枇

平成7年竣工/中部電力
平成8年竣工/愛知県

昭和36年竣工/愛知県

42時間

S32～S35 S31～S34 S27～S28 S30以前 S37 S30以

Ａuc

Ｂ

Ａuc

Ａuc

Ｂ

ＡucＡuc0

10

5

15

水 系 名 庄 内 川 水 系 河 川 名 庄  内  川 区　間 左岸・右岸 km  ～ km6.0 14.0 整理番号 ／2 5

作成年月 庄 内 川 河 川 事 務 所中 部 地 方 整 備 局局　 名平成  26 年  3  月 事務所名

様式-2
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